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石
川
地
方
の
可
燃
ご
み
は
、
石
川
町
、
浅
川
町
、
古
殿
町
、
平
田
村
、
玉
川

村
で
構
成
し
て
い
る
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
で
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
焼
却
灰
は
小
野
町
の
民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。ま
た
、リ
サ
イ

ク
ル
品
を
除
く
不
燃
ご
み
は
、５
町
村
が
個
々
の
不
燃
物
埋
立
地
を
持
ち
、不
燃

ご
み
の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
残
存
容
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
石
川
地
方
で
は
、
計
画
的
、
か
つ
効
率
的
な
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

石
川
地
方
５
町
村
か
ら
発
生
す
る
ご
み
の
量
は
、
人
口
等
か
ら
推
計
し　

年
１５

間
で
５
万
５
千
ıª
の
予
測
を
し
て
お
り
、約
１　
（
３
千
坪
）の
敷
地
の
中
に
、不

ha

燃
ご
み
を
埋
め
立
て
る
も
の
で
す
。

　

暮
ら
し
を
「
快
適
」
に
す
る
た
め
の
環
境
や
安
全
を
重
視
し
、
最
新
の
技
術

を
使
っ
て
平
成　

年
秋
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

１４

　▲南山形小学校６年生のみなさん

石
川
地
方
の
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
が
始
ま
り
ま
す

（

）
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ど
ん
な
施
設
な
の
？

　

石
川
地
方
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、

不
燃
ご
み
を
埋
め
立
て
る
た
め
の
施
設
で

す
。
埋
立
地
内
に
溜
ま
っ
た
浸
出
水
が
地

下
水
を
汚
染
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
埋

立
地
全
体
に
二
重
の
遮
水
シ
ー
ト
等
を
敷

設
し
、
こ
の
浸
出
水
を
浄
化
し
て
放
流
す

る
浸
出
水
処
理
施
設
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
周
辺
環
境
に
影
響
を
与

え
な
い
安
全
な
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

何
を
、

ど
の
よ
う
に
、
埋
め
る
の
？

　

石
川
地
方
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

搬
入
す
る
の
は
、
一
般
廃
棄
物
の
み
で
、

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の 
焼 
却
灰
と
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
に
ま
わ

※
２

ら
な
い
不
燃
ご
み
の 
残 
渣
で
す
。

※
３

　

ま
た
現
在
、
し
尿
処
理
施
設
で
処
理
し

た 
汚 
泥
は
農
地
還
元
し
て
い
ま
す
。
将
来

※
４

的
に
、
農
地
還
元
し
た
う
え
で
も
残
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
し
尿
処
理
の
汚
泥
を
焼

却
処
理
し
て
、
埋
め
立
て
を
行
う
計
画
も

し
て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
方
法
と
し
て
は
、
セ
ル
工
法

（
略
図
）
を
用
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み

の
飛
散
や
カ
ラ
ス
の
飛
来
、
臭
い
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
に
、
１
日
の
ご
み
を
埋
め
立

て
た
後
に
、
そ
の
日
の
う
ち
に
土
を
か
ぶ

せ
ま
す
。

※
１　
 
遮  
水  
壁 

し
ゃ 
す
い 
へ
き

　

地
下
に
造
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
。

※
２　
 
焼  
却  
灰 

し
ょ
う 
き
ゃ
く 
ば
い

　

可
燃
ご
み
を
燃
や
し
て
残
っ
た
灰
。

※
３　
 
残  
渣 

ざ
ん 
さ

　

残
っ
た
か
す
。

※
４　
 
汚  
泥 
お 
で
い

　

汚
れ
た
泥
状
の
も
の
。

5
町
村
が
持
ち
回
り
で
建
設

　

今
回
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
石
川

地
方
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
石
川

地
方
の
広
域
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
も

の
で
、
今
後
５
町
村
が
持
ち
回
り
で
建
設

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
の
山
形
字
大
下
地
内
に
あ

る
、
既
存
の
不
燃
物
埋
立
地
に
隣
接
し
て
、

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
埋
め
立
て
地
内
に
降
っ

た
雨
が
ご
み
の
中
を
通
過
し
て
出
る
浸
出

水
を
、
水
処
理
施
設
で
浄
化
し
き
れ
い
な

水
に
し
て
、
放
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　▲石川地方の可燃ごみを焼却している生活環境施設組合

　▲現在使用している一般不燃物埋立地 　

さ
ら
に
、
既
存
の
不
燃
物
埋
立
地
は 
遮 

※
１

水
壁
な
ど
を
造
っ
て
閉
鎖
し
た
う
え
で
、

効
率
的
な
水
処
理
の
一
括
管
理
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

放
流
す
る
水
質
は
？

　

埋
め
立
て
地
内
に
降
っ
た
雨
が
ご
み
の

中
を
通
過
し
て
出
る
浸
出
水
は
、
浸
出
水

処
理
施
設
で
無
害
化
し
て
、
河
川
に
支
障

の
生
じ
な
い
水
質
ま
で
処
理
を
行
い
、
河

川
に
放
流
し
ま
す
。

　

こ
の
放
流
す
る
水
質
の
基
準
に
対
し
て

は
、国
の
基
準
よ
り
も
厳
し
い
基
準
値（
表

Ⅰ
）
に
し
、
よ
り
安
全
性
を
追
及
す
る
放

流
水
質
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

施
設
・

放
流
水
質
の
安
全
性
は
？

　

機
械
の
故
障
や
事

故
等
に
備
え
、
警
報

装
置
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
夜
間
や
不

在
時
に
お
い
て
は
、

電
話
回
線
に
よ
り
警

報
を
伝
達
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

放
流
水
質
は
、
定

期
的
に
検
査
を
行
い

管
理
し
て
い
き
ま
す
。

水
質
試
験
結
果
は
、

施
設
に
常
備
し
ま
す

の
で
、
い
つ
で
も
見

て
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

本施設放流水質 国の基準（共同命令） 単　位項　目

 6.5 ～ 8.55.8 ～ 8.6 mg/l ｐＨ（水素イオン濃度）

 10以下 60以下 〃 ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）

 10以下 90以下 〃 ＣＯＤ（化学的酸素要求量）

 10以下 60以下 〃 ＳＳ（浮遊物質）

 3,000以下 3,000以下 個 / Ｌ 大腸菌郡数

 10 以下 60以下 ｍ g/ Ｌ Ｔ－Ｎ（総窒素）

1日分のごみ�即日覆土�

セル工法（略図）

表�
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か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
始
ま
り
ま
す�
平
成
13
年�

4
月
1
日�

消費者が家電リサイクル法の対象となる家電製品を捨てる時�

消　費　者�
（使った人）�

①消費者は家電製品を購入した、または、同じ種類の製品を買お
うとしている家電小売店に連絡する。�
②連絡を受けた家電小売店は家電製品を消費者から引き取ります。�

消費者は収集・運搬料金と�
再商品化料金の費用を負担�
します。�

家電小売店�
（収集・運搬する人）�

消費者から家電製品を引き�
取り、家電メーカーに運搬�
する。�

家電メーカー�
（再生する人）�

引き取った家電製品を�
リサイクルする。�

資源としてリサイクル�

鉄�

ア
ル
ミ�

銅�

ガ
ラ
ス�

分離された部品や材料などは再
商品化、また、エアコンおよび
冷蔵庫の冷媒フロンもあわせて
回収・処理されます。�
�

管理票�

消費者は所定の料金を支払い、
小売店から管理票（家電リサ
イクル券）の写しをもらって
保管します。�

洗濯機� 冷蔵庫� テレビ� エアコン�

◯
　
対
　
象�

×
　
対
象
外�

壁掛形のセパレートタイプ�ブラウン管式テレビ�
全自動洗濯機�

2槽式洗濯機�

衣類乾燥機�

ドライヤースタンド�

冷凍庫�
（ホームフリーザー）�

冷凍ストッカー�

店舗用�
ショーケース�

パソコンモニター�
AVモニター�

業務用�
冷凍冷蔵庫�

ワ
イ
ン
庫�

（
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
）�

冷
蔵
庫�

冷
凍
冷
蔵
庫�

Ｖ
Ｔ
Ｒ
内
臓
テ
レ
ビ�

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
）�

店
舗
・
業
務
用
エ
ア
コ
ン�

冷
風
扇�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン�

テ
レ
ビ�

液
晶
テ
レ
ビ�

テ
レ
ビ
台�

壁掛形のガスヒーターエアコン�
壁掛形の石油ハイブリットエアコン�

床置形のセパレートタイプ�

室外機�

室外機�

室外機�

天井埋め込み形エアコン�
壁埋め込み形エアコン�
�

ウインドタイプ�

対象家電製品一覧

循
環
型
社
会
の
た
め
に

　

現
在
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

家
電
製
品
は
、
小
売
り
業
者
や
市
町
村

に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
、
お
お
よ
そ
半
分

は
直
接
埋
め
立
て
さ
れ
る
ほ
か
、
残
り

は
破
砕
処
理
さ
れ
、一
部
金
属
分
の
回

収
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
家
電
製
品
を
作
っ
た
（
家
電
メ
ー
カ

ー
）、
売
っ
た
人
（
家
電
小
売
店
）、
使

っ
た
人
（
消
費
者
）
が
、
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
循
環
型
社
会
を
作
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機
器

１３

再
商
品
化
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
一
般
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
た
特
定
の
家
電
製
品
（
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の
４
品
目
）
の
有
用
な
部
品
や
材

料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄
物
を
減
量
し
、
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す

る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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小
売
店
処
理
ル
ー
ト�

自
己
搬
入
ル
ー
ト�

消費者�
（排出者）�

家　電�
小売店�

メーカー指定�
引取場所�

リサイクル料金�
収集・運搬料金�

管理票（控）�
（リサイクル券）�

収集依頼�

収　集�
運　搬�

（管理票添付）�

（管理票添付）�消費者�
（排出者）�

リサイクル料金�

管 理 票 �
（リサイクル券）�

運　搬�

郵
便
局�（控）�

�

メ
ー
カ
ー
指
定�

取

引

場

所

�

Ａ
グ
ル
ー
プ�

（所属メーカー）�
松下電器、東芝、東芝キャリア、東芝ビ
デオプロダクツジャパン、日本ビクター、
ダイキン工業、LG電子ジャパン、コロナ、
日本サムスン、ゼネラル・エレクトリッ
ク・インターナショナル・インク（GE）、
エレクトロラックス・ジャパン、森田電
子、テクノマツオ、東京瓦斯�

メ
ー
カ
ー
指
定�

取

引

場

所

�
Ｂ
グ
ル
ー
プ�

（所属メーカー）�
日立製作所、三菱電機、三洋電機、シャ

ープ、ソニー、富士通ゼネラル、アイワ、

大宇電子ジャパン、長府製作所、トヨト

ミ、ノーリツ、パイオニア、船井電機、

三菱重工業、良品計画、リンナイ�

平
成
平
成
13
年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら�

平
成
13
年
４
月
か
ら�

使
用
済
み
家
電
品

使
用
済
み
家
電
品�
使
用
済
み
家
電
品�

の
処
理
方
法
が

の
処
理
方
法
が�

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す�

の
処
理
方
法
が�

変
わ
り
ま
す�

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ�

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機�

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
に
は
、
小
売
店
に
よ
る
収
集
・
運

搬
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
消
費
者
に
よ
る
費
用
負
担
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
消
費
者
も
費
用
の
分
担
を
通
じ
て
、

循
環
型
経
済
社
会
の
構
築
に
む
け
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

　

消
費
者
の
負
担
す
る
料
金
は
、「
小
売

店
の
収
集
・
運
搬
料
金
」
＋
「
メ
ー
カ

ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
で
す
。
た
だ

し
、
小
売
店
ご
と
収
集
運
搬
料
金
が
、

メ
ー
カ
ー
ご
と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
異

な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
は
、
小

売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
表
Ⅰ
）

ど
の
よ
う
に
引
き
渡
す
の
か

①
使
用
済
み
家
電
品
は
、
購
入
し
た
店

に
処
理
を
依
頼
し
ま
す
。

②
買
い
替
え
を
す
る
と
き
は
、
購
入
し

よ
う
と
す
る
店
に
処
分
を
依
頼
し
ま
す
。

③
①
あ
る
い
は
②
の
場
合
、
消
費
者
が

排
出
す
る
場
所
へ
、
小
売
店
が
回
収
に

来
ま
す
。

※
小
売
店
に
処
理
を
依
頼
す
る
時
は
、

小
売
店
に

処
理
を
依
頼
す
る
場
合

小
売
店
が
店
頭
公
表
し
て
い
る
収
集
・

運
搬
料
と
メ
ー
カ
ー
が
公
表
し
て
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
一
緒
に
支
払
い
ま

す
。
こ
の
時
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

（
管
理
表
）
の
写
し
を
消
費
者
控
え
と

し
て
受
け
取
り
、
保
管
し
ま
す
。
こ
の

控
え
に
よ
り
、
き
ち
ん
と
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
か
ど
う
か
、
後
日
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

④
購
入
し
た
小
売
店
が
、
廃
業
で
存
在

し
な
い
場
合
や
引
っ
越
し
で
遠
方
に
な

っ
た
場
合
は
石
川
町
役
場
（
�
２
６
―

９
１
２
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。自

分
で
指
定
引
取
場
所

ま
で
運
ぶ
場
合

①
は
じ
め
に
、
使
用
済
み
家
電
品
の
メ

ー
カ
ー
名
を
確
認
し
ま
す
。

②
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
指
定
引
取
場
所

が
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

�
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
指
定
引
取
場
所

　

株
式
会
社
釜
屋

　

須
賀
川
市
森
宿
ヒ
ジ
リ
田
１

�
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
指
定
引
取
場
所

　

日
本
通
運
株
式
会
社
郡
山
支
店
谷
島

　

倉
庫

　

郡
山
市
谷
島
町
５
―　
３７

③
こ
の
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
（
管
理
表
）
を
購

入
（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
）
の

上
、
使
用
済
み
家
電
品
と
一
緒
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

④
こ
の
時
、
後
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
状
況

を
確
認
す
る
た
め
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

（
管
理
表
）
の
写
し
を
受
け
取
り
、
控

え
と
し
て
保
管
し
ま
す
。

注　

意

　

平
成　

年
４
月
か
ら
石
川
町
で
は
使

１３

用
済
み
家
電
品
（
４
品
目
）
を
不
燃
物

ゴ
ミ
と
し
て
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
不
燃
物
埋
立
地
へ
の
自
己
搬
入
も

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

大
手
メ
ー
カ
ー
の

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

※上記のほか収集・運搬料
金が必要となります。

（自己搬入以外）

リサイクル料品　　目

３，５００／１台
２，７００／１台
４，６００／１台
２，４００／１台

エアコン
テ レ ビ
冷 蔵 庫
洗 濯 機

表�
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文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭
教

育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は
大

変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
た

め
の
「
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

子
育
て
は
母
親
の
仕
事
、

そ
う
思
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
は
要
注
意

　

家
庭
で
の
父
親
の
存
在
感
が
薄
く
な

　
２２

り
、
社
会
の
善
悪
の
し
つ
け
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

父
親
は
、
基
本
的
な
考
え
は
共
有
し
つ

つ
も
、
母
親
と
は
違
っ
た
視
点
で
子
育

て
を
す
る
こ
と
で
、
密
着
し
が
ち
な
母

子
関
係
を
修
正
し
て
い
く
役
割
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
父
親
が
自
然
に
参

加
し
、
そ
の
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
両
親
は
お
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
配
慮
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
母
親
は
子
ど
も
の
前
で
、
父
親
を

け
な
し
た
り
、
見
下
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
父
親
も
、

子
ど
も
の
前
で
母
親
を
ど
な
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

家
庭
と
は 
―

　回収時に異臭の原因に
なるので必ずゆすいでく
ださい。�

　回収容器に出すときは、
持ち寄る時に使ったビニー
ル袋などは、必ず持ち帰り
ましょう。回収コンテナの
中にいつもびんだけが入っ
ているようにしましょう。�

●リターナルびん�
　洗って何度でも使用できる、規定サイズの
びん。一升びん、ビールびんなどがリターナ
ルびん。�

びんは何度でもリサイクルできます。洗うだ
けで何度でも使用できるリターナルびんと、
1度しか使用できないワンウェイびんがあり
ます。�

ふたを�
取り除きましょう。�

中をゆすぎます。�

　王冠、キャップ、ワ
インびんの鉛をきれ
いに取り除きます。�

びんだけをだします。�

●ワンウェイびん�
　一度しか使用できないが、溶か
して再利用することができる。�

こ
ど
も
が
家
で
身
に

つ
け
た
こ
と
は
、生
涯
、

ず
っ
と
生
き
続
け
る
③
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旧
石
川
町
は
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
、
町
に
な
る
ま
で
は
村
で
し
た
。

石
川
村
の
成
立
に
伴
う
学
区
変
更
に
つ
い
て
の
貴
重
な
古
文
書
が
、
こ
の
ほ
ど
中
野

の
二
瓶
勇
氏
宅
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

石
川
村
の
誕
生
と
学
区
の
変
更

校
（
下
泉
・ 
華  
蔵 
寺
）
は
男
九
十
七
名
・

け 

そ
う

女
三
十
七
名
、
中
野
校
（
元
正
福
寺
）

男
三
十
名
・
女
二
名
で
し
た
。（
県
学
事

報
告
）
八
年
四
月
吉
田
光
一
は
石
川
校

の
教
員
で
し
た
。
同
十
九
年
ま
で
は
一

般
に
学
校
に
は
校
長
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

写
真
は
、
石
川
村
（
写
真
参
照
）
を

管
轄
し
て
い
た 
磐  
前  
県 
令
か
ら
明
治
九

い
わ 
さ
き 
け
ん

（
一
八
七
六
）
年
三
月
四
日
付
で
石
川

会
所
（
県
事
務
所
）
正
副
区
長
と
戸
長

（
小
区
数
村
の
長
）
宛
の
通
達
文
書
を

石
川
村
の
学
区
変
更

受
け
て
同
会
所
が
中
野
小
学
校
訓
導
と

村
々
用
掛
（
村
長
役
）
へ
通
達
し
た
文

書
で
す
。

　

こ
の
文
書
で
は
、

「
先
般
、 
外  
槙 
村

と 

ま
き

 
外 
両
村
を
廃
し
石
川

ほ
か

村
と
改
正
し
た
。
つ
い
て
は
旧
名
外
槙

村
を
以
っ
て
中
野
小
学
に
組
置
い
て
は

不
都
合
な
の
で
旧
外
槙
村
は
、
石
川
校

に
属
す
る
と
心
得
よ
。
右
通
達
す
る
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
達
文
か
ら
①
外
槙
は
中
野
小

学
区
だ
っ
た
②
学
区
の
変
更
は
県
が
行

っ
た
。
③
会
所
の
指
示
を
受
け
、 
用  
掛 

よ
う 
が
か
り

（
村
長
役
）
と
教
員
が
学
校
運
営
に
当

た
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
当

時
こ
の
外
、
学
区
取
締
が
数
校
を
受
持

ち
、
学
校
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
通
達
は
石
川
会
所
、
区
長
河
野
広
中

が
出
し
た
も
の
で
す
。

　

明
治
六
年
開
校
時
の
児
童
数
は
石
川

石
川
村
に
合
併
し
た
村
々

　
『
石
川
町
史
』
下
巻
に
は
「
高
田
村
外

三
ヵ
村
（
下
泉
・
外
槙
・ 
内  
槙 
）
が
七

う
ち 
ま
き

年
合
併
し
石
川
村
と
な
る
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
通
達
で
は
外
槙
外

両
村
で
す
。
こ
の
両
村
と
は
、
下
泉
村

と
高
田
村
の
こ
と
で
内
槙
村
は
す
で
に

高
田
村
に
合
併
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
わ
け
は
①
内
槙

村
は
高
田
村
に
隣
接
し
て
い
た
②
七
年

当
時
、
両
村
で
用
掛
が
一
名
だ
っ
た
③

両
村
が
同
一
の
川
辺
会
所
に
属
し
て
い

た
④
両
村
は
古
く
か

ら
結
び
つ
き
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
に
因
り

ま
す
。

　

内
槙
村
は 
渡  
里 

わ
た 
り

 
沢 
・
石
塚
・
秋
台
・

さ
わ大

五
郎
内
・
飛
ケ
作
・

前
ノ
内
・ 
草  
倉  
田 
・

く
さ 
く
ら 
た

 
轡 
 
取 
・ 
大  
内 
・ 
長 

く
つ
わ 
と
り 

お
お 
う
ち 

な
が

 
久  
保 
・
石
田
・
弥
吾

く 

ぼ
か
ら
成
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
須
釜
・
川
辺
・
浅
川
に
あ

っ
た
会
所
は
七
年
九
月
石
川
会
所
一
カ

所
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
会
所
で
は
村

民
に
対
し
て
租
税
や
民
費
の 
賦  
課 
、
徴

ふ 

か

収
、
通
達
の
徹
底
等
を
行
い
ま
し
た
。

河
野
広
中
は
九
年
九
月
末
、
田
村
郡
常

葉
か
ら
石
川
会
所
に
着
任
（
一
年
半
学

区
取
締
兼
任
）
し
十
一
年
一
月
ま
で
、

区
長
と
し
て
政
治
、
経
済
、
文
化
、
教

育
面
で
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。（
こ
の

間
、
河
野
は
八
年
八
月
十
六
日
石
陽
社

の
も
と
と
な
っ
た
「
有
志
会
議
」
を
結

成
し
て
い
ま
す
）

　

石
川
村
の
成
立
は
河
野
が
区
長
に
な

る
前
後
の
こ
と
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
所
は
九
年
八
月
福
島
県
誕
生
後
、
十

二
年
一
月
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

続
き
ま
し
た
。
石
川
村
に
関
す
る
古
文

書
の
発
見
が
ま
た
れ
ま
す
。

　
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の
歴
史
一
四

一
ペ
ー
ジ
参
照 
）

石
川
会
所
と
河
野
広
中

石川の村々
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

１
月　

日
、
中
谷
第
二
小
学
校
多
目

２１

的
ホ
ー
ル
で
、
地
域
づ
く
り
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
田
区
民
を
中
心
に
約　

人
が
参
加
。

８０

県
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
・
町
地

域
づ
く
り
支
援
事
業
の
支
援
を
受
け
、

３
０
０
年
以
上
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

中
田
の
三
匹
獅
子
舞
な
ど
数
種
の
民
俗

芸
能
を
、　

世
紀
に
伝
え
て
い
こ
う
と

２１

す
る
、
中
田
区
（
矢
吹
孝
司
区
長
）、
さ

　

１
月　

日
・　

日
、
い
わ
き
市
の
グ

１３

１４

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
県
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第

　

回
さ
わ
や
か
杯
争
奪
戦
が
開
か
れ
ま

２３し
た
。

　

各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た　

チ
２４

ー
ム
が
参
加
。「
ス
ト
ー
ン
リ
バ
ー
Ｆ

Ｃ
」
は
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
（
８
ブ
ロ
ッ
ク
）

で
も
１
位
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
準

決
勝
で
フ
ォ
ー
ウ
イ
ン
ズ
（
い
わ
き
）

を
１
対
０
で
破
る
と
、
決
勝
で
金
房
Ｓ

Ｓ
Ｓ
（
相
双
）
を
２
対
１
で
破
り
、
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
東
北
大
会
は
３
月

　

日
か
ら
仙
台
市
で
開
か
れ
ま
す
。

２４
　

ス
ト
ー
ン
リ
バ
ー
は
、
町
内
外
の
小

学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で　

人
が
参

２６

加
し
て
、
週
３
回
程
度
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
山
崎
登
監
督
ま
で（
�

２
６
―
２
２
３
１
）

花名＝オブコニカ花名＝オブコニカ

�
ス
ト
ー
ン
リ
バ
ー
Ｆ
Ｃ
�が
県
下
一�

さ
さ
ら
�は
、わ
た
し
た
ち
の
こ
こ
ろ

中
田
で
地
域
づ
く
り
講
演
会

さ
ら
の
郷
づ
く
り
委
員
会
（
瀬
谷
穣
委

員
長
）
の
主
催
。

　

県
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
し
た
時
の

「
中
田
の
白
鍬
踊
り
」
の
様
子
が
ビ
デ

オ
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
大
学
文
学

部
日
本
文
化
科
助
教
授
・
橋
本
裕
之
氏

に
よ
る
講
演
は
、
三
匹
獅
子
の
歴
史
や

伝
承
に
携
わ
る
人
々
の
事
例
な
ど
を
取

り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演
に
聴
衆
は

感
心
し
て
い
ま
し
た
。
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１
月　

日
、
第　

回
文
化
財
防
火
デ

２６

４７

ー
に
あ
わ
せ
た
文
化
財
防
火
査
察
が
、

町
内
６
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
１
月　

日
に
、
奈
良
県
法

２４

２６

隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
た
め
、
防

火
デ
ー
と
し
て
、
こ
の
日
を
中
心
に
文

化
財
を
火
災
、
震
災
な
ど
か
ら
守
る
全

国
的
な
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
雪
で
足
元
が
す
べ
る
な
か
、

教
育
委
員
会
、
消
防
関
係
者
ら
が
、
県
・

町
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
乗
蓮
寺
の
銅

鐘
（
下
泉
）、
薬
王
寺
の
薬
師
堂
（
大

室
）、
石
都
々
古
和
気
神
社
の
鰐
口
（
下

泉
）、
華
蔵
寺
の
銅
鐘
（
下
泉
）、
福
満

虚
空
蔵
堂
（
北
山
形
）、
千
手
観
音
立
像

（
谷
地
）
を
廻
り
ま
し
た
。

　

郷
土
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、

防
火
用
具
や
水
利
状
況
な
ど
、
非
常
時

の
態
勢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
小
豆
畑
剛
さ
ん
方
（
山

２７

形
字
須
沢
）
の
炭
窯
で
、「
炭
焼
き
」
体

験
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
！
」
事
業
の
一
つ
で
、
中
央
公
民
館

主
催
。
猛
吹
雪
の
な
か
、
子
ど
も
た
ち

　

人
が
参
加
し
、
小
豆
畑
さ
ん
が
２
週

１６間
ほ
ど
前
か
ら
焼
い
て
い
た
炭
を
窯
か

ら
取
り
出
し
、
新
た
に
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ

の
丸
太
を
く
べ
ま
し
た
。

　

小
豆
畑
さ
ん
か
ら
、
炭
に
は
水
を
浄

化
す
る
力
が
あ
る
こ
と
や
炊
飯
器
に
入

れ
る
と
お
い
し
く
炊
き
上
が
る
な
ど
、

炭
の
持
つ
不
思
議
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
、

子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

顔
や
体
を
真
っ
黒
に
し
て
、
炭
火
で

焼
い
た
も
ち
を
食
べ
な
が
ら
体
を
温
め
、

炭
焼
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚

園
で
は
、
節
分
の
日
を
前
に
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

母
畑
保
育
所
（
玉
山
節
子
所
長
）
で

は
、
菊
地
隆
夫
さ
ん
（
母
畑
地
区
公
民

館
長
）
が
仮
装
し
た
鬼
が
出
て
く
る
と
、

そ
の
リ
ア
ル
さ
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い

て
い
ま
し
た
が
、「
鬼
は
外
、福
は
内
」と

大
き
な
か
け
声
を
か
け
、
豆
を
投
げ
つ

け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
風
習
は
、
千
年
以
上
も
前
の
こ

と
で
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
区
切
り
の

日
の
こ
と
を
節
分
と
し
て
、
年
４
回
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
冬
が
終
わ
り
、
春
が

来
る
日
を
一
年
の
始
ま
り
と
し
て
、
２

月
の
最
初
の
節
分
に
豆
ま
き
を
し
て
、

一
年
を
締
め
く
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豆
に
は
鬼
を
退
治
す
る
効
果

が
あ
る
と
、
一
年
の
終
わ
り
に
鬼
を
退

治
す
る
行
事
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

県
・
町
指
定
文
化
財
６
か
所
を

�
防
火
査
察
�

本
物
そ
っ
く
り
の�
鬼
に
び
っ
く
り
� 子

ど
も
た
ち
が�
炭
焼
き
�体
験
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
�
ヤ
ナ
セ
郡
山
支
店
・
サ
ー

ビ
ス
課
で
整
備
士
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。

★ 
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

今
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
熱
中
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
「
ワ
ン
メ
イ
ク
」
を
完

成
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

★ 
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

�
ヤ
ナ
セ
に
入
社
し
て
３
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
今
年
は
よ
り
一
層
、
ハ

イ
テ
ク
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

今
、
わ
が
町
に
は
活
気
が
な
く
な
り

根
本　

和
広
さ
ん（　

歳
）●
沢
井
字
山
神

２２

つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
ク
リ
ス
タ
ル
ロ

ー
ド
の
活
性
化
を
望
み
ま
す
。

★ 
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

メ
ン
ズ
エ
ッ
グ
２
月
号
（
雑
誌
）
の

　

ペ
ー
ジ
の
マ
イ
チ
ャ
ン
の
よ
う
な
人

３９で
す
。

次
回
は
根
本
さ
ん
の
紹
介
で

小
林
亜
沙
子
さ
ん
で
す
。

山
形
県
鶴
岡
市

山
形
県
鶴
岡
市�

山
形
県
鶴
岡
市�

山形県鶴岡市�

中野字高ノ内�

高橋　孝一さん�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

出
羽
三
山
と
日
本
海
の
間
に
あ
る
、

人
口　

万
人
都
市
、
山
形
県
鶴
岡
市

１０

で
す
。
庄
内
平
野
の
南
端
に
位
置
し
、

庄
内
地
方
の
中
心
都
市
と
し
て
、
豊

富
な
農
作
物
と
日
本
海
の
新
鮮
な
魚

介
に
恵
ま
れ
、
高
速
交
通
網
の
整
備

と
と
も
に
躍
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る

地
域
で
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
米

ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
、
り
ん
ご
、

庄
内
が
き
、
ぶ
と
う
と
い
っ
た
物
産

も
あ
り
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

食
堂
経
営
の
研
修
を
終
え
、
昭
和

　

年
に
東
京
か
ら
来
ま
し
た
。

５５◆
石
川
町
の
印
象
は

　

山
々
の
多
さ
、
街
が
眠
る
早
さ
に

驚
き
、
葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
の
生
産
の

よ
う
す
が
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
は

気
持
ち
が
よ
く
、
思
い
や
り
が
あ
り
、

大
ら
か
な
の
で
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。

ま
た
、
行
事
な
ど
に
対
し
、
大
人
か

ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
の
協
力
が
す
ば

ら
し
い
で
す
。
こ
の
地
域
、
町
に
住

ん
で
い
る
こ
と
に「
あ
り
が
と
う
」と

い
う
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
た
い
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

年
々
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
斎
場
建
設
な
ど
、
み
ん

な
が
利
用
で
き
る
事
業
、
道
路
の
改

修
も
計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ
た

方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、皆

さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川
町

の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い
方

は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
８
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

富
壽
さ
ん

富
壽
さ
ん　

旧
山
形
小
学
校
を
昭
和　
１６

年
に
卒
業
し
、
家
業
で
あ
っ
た
石
材
業

を
継
ぎ
ま
し
た
。
昭
和　

年
に
は
猫
啼

２０

の
金
沢
石
材
に
丁
稚
奉
公
し
て
腕
を
磨

き
、
昭
和　

年
３
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

２６

結
婚
後
も
会
津
、
県
南
地
方
、
地
元
ま

で
、
建
設
業
者
の
お
世
話
に
な
り
、
石

垣
造
り
な
ど
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は
現
（
有
）
遠
藤
建
設

６０

工
業
を
設
立
し
、
今
は
息
子
に
家
業
を

譲
り
、
町
商
工
会
理
事
、
交
通
安
全
、

長
寿
会
の
役
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
妻

は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
稲
作
、
畑

仕
事
を
し
て
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

富
壽
さ
ん

富
壽
さ
ん　

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

マ
サ
子
さ
ん

マ
サ
子
さ
ん　

公
民
館
の
婦
人
学
級
、

自
然
塾
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
の
石
の
公
園
や

石
噂
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

町
と
議
会
が
連
携
を
と
り
、
一
体
と

な
っ
た
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

遠藤　富壽さん（71歳）�
マサ子さん（69歳）�
住所：山形字大室�

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

山田　 遥 香   　ちゃん
はる か

王子平　　　　　　　　　
英幸さん・彰子さんの長女
平成９年１０月１７日生まれ　

「妹のめんどうをよく見て
くれてありがとう。病気をし
ないで、元気に育ってね。」

 角  田 　葵   　ちゃん
つの だ あおい

双里字谷津前　　　　　　
英明さん・智子さんの二女
平成９年１０月２４日生まれ　

「３歳の春。４月からは幼稚園。
たくさんお友だちをつくっ
て、いっぱい遊ぼうね。」
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統
一
標
語　
《
火
を
つ
け
た
あ
な
た
の

責
任　

最
後
ま
で
》

●
火
事
・
救
急
・
救
助
の
通
報
は
１
１

　

９
番
へ

　

１
１
９
番
は
、
須
賀
川
消
防
本
部
・

通
信
司
令
課
へ
通
報
さ
れ
ま
す
。
通
報

は
、
落
ち
着
い
て
次
の
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

●
通
報
の
し
か
た

火
事
（
救
急
）
で
す
。

場
所
は
、
石
川
町
大
字
○
○
字
○
○

番
地
で
す
。

名
前
は
、
○
○
○
○
で
す
。

目
標
は
、
○
○
の
隣
で
す
。

電
話
番
号
は
○
○
○
○
で
す
。

○
○
が
燃
え
て
い
ま
す
。（
病
人
ま
た

は
怪
我
人
が
い
ま
す
。）

●
火
事
・
救
急
・
救
助
の
情
報
案
内
は

消
防
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

�
０
２
４
８
―
７
６
―
８
１
８
１

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

　

石
川
消
防
署

　

�
２
６
―
３
１
６
１

交
通
事
故
巡
回
相
談

心
配
ご
と
相
談

●
相
談
日　

３
月　

日
（
火
）

２７

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

●
相
談
日　

３
月
７
日
（
水
）、

　
　
　
　
　
　

日
（
金
）、　

日
（
火
）

１６

２７

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

●
主
な
改
正
要
点

①
離
職
理
由
に
よ
り
失
業
し
た
時
に
支

給
さ
れ
る
失
業
給
付
金
の
所
定
給
付
日

数
が
変
わ
り
ま
す
。

②
事
業
主
や
被
保
険
者
が
負
担
す
る
雇

用
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
登
録
型
派

遣
労
働
者
の
雇
用
保
険
へ
の
適
用
基
準

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

④
育
児
休
業
給
付
、
介
護
休
業
給
付

の
給
付
率
が
変
わ
り
ま
し
た
。

⑤
教
育
訓
練
給
付
の
支
給
限
度
額
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

支
給
率
の
上
限
が　

万
円
か
ら　

万

２０

３０

円
に
引
き
上
げ

※
そ
の
他
に
も
改
正
さ
れ
た
点
が
あ
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定

部
職
業
安
定
課

　

�
０
２
４
―
５
２
８
―
０
２
５
４

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

相
談

案
内

　

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、
１
年

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
保

険
分
野
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
及

び
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等

の
た
め
、
助
成
及
び
援
助
に
関
す
る
説

明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

●
白
河
会
場

　

期　

日　

平
成　

年
３
月　

日（
木
）

１３

１５

　

時　

間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

場　

所　

白
河
市
中
央
公
民
館

　

�
０
２
４
８
―
２
２
―
５
４
０
５

●
郡
山
会
場

　

期　

日　

平
成　

年
３
月　

日（
金
）

１３

１６

　

時　

間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

場　

所　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

�
０
２
４
―
９
３
２
―
５
２
７
９

介
護
雇
用
創
出
助
成
金

に
関
す
る
説
明
会

　

引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る

３
月
・
４
月
の
２
ヶ
月
間
、
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
の
団
体
で
あ
る
福
島
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
、「
引
越
し
相
談
所
」
を
開

設
し
、
電
話
な
ど
に
よ
る
引
越
し
等
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し

て
の
引
越
し
や
、
引
越
し
に
伴
う
種
々

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
郡
山
支
部

　

�
０
２
４
８
―
７
６
―
５
９
２
３

　

�
０
２
４
８
―
７
２
―
９
５
３
３

●
引
越
し
相
談
の
時
間
帯

　

電
話
で
の
相
談
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
９

時
か
ら　

時
ま
で
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は

１６

終
日
で
す
。

●
参
考
事
項

①
３
月
・
４
月
は
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の

ピ
ー
ク
で
す
。
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク

の
予
約
は
お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
引
越
し
運
送
、
梱
包
な
ど
の
見
積
書

の
作
成
は
無
料
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
に
も
必
ず
事
前
に
見
積
り
を
し

て
も
ら
い
、
運
賃
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し

ょ
う
。

「
引
っ
越
し
相
談
所
」開
設

〜
悲
惨
な
自
動
車
事
故
〜

被
害
者
の
方
の
た
め
に

　

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
法

律
に
基
づ
き
国
が
出
資
し
て
設
立
さ
れ

た
政
府
の
関
係
機
関
で
す
。
各
都
道
府

県
に
支
所
を
置
き
、
自
動
車
事
故
発
生

の
防
止
と
事
故
に
よ
る
被
害
者
保
護
の

た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
幸
に
も
交
通
事
故
に
遭
い
困
っ
て

い
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
の
方

を
失
っ
た
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
に

対
し
、
無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
し
付

け
し
ま
す
。

●
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
や
せ
き
髄

へ
の
損
傷
を
受
け
た
た
め
、
常
に
介
護

が
必
要
な
重
度
後
遺
障
害
者
の
方
を
家

族
に
も
つ
方
を
対
象
に
、
介
護
料
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

政
府
出
資
法
人
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
ー
福
島
支
所

　

�
０
２
４
―
５
２
２
―
６
６
２
６

　
　

お
詫
び
と
訂
正

２
月
号
の
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
２
月
号　

ペ
ー
ジ
の「
歳
末
た
す
け
あ
い
」

１２

の
中
の
、
Ａ
コ
ー
プ
石
川
支
店
と
運
営
す
る

ジ
ェ
イ
エ
イ
福
島
食
品
の
寄
付
金
の
額
。

　
　
（
誤
）
１
０
０
、
０
０
０
万
円

　

↓（
正
）
１
０
０
、
０
０
０
円
。

●
２
月
号　

ペ
ー
ジ
の
「
小
さ
な
美
術
館
」

１６

の
中
の
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
。（
誤
）
関
根 
幸 
ゆ
き

 
紀 
く
ん
（
７
歳
）
↓
（
正
）
関
根 
幸  
紀 
く
ん

の
り 

こ
う 
き

（
８
歳
）。（
誤
）
瀬
谷 
真  
里  
愛 
さ
ん
↓
（
正
）

ま 

り 

あ

瀬
谷 
真  
里  
愛 
さ
ん
。

ま 

り 

え
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問い合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

３／１�

３／２～�

３／４�

３／13�

３／23�

４／１～３�

４／６�

�

�

高等学校卒業式�

現代のキーワード解決講座開講�

第19回東石地区卓球大会�

中学校卒業式�

小学校卒業式�

東日本高等学校ハンドボール大会�

小・中学校入学式�

�

�

各学校�

中央公民館�

学法石川高校�

各学校�

各学校�

クリスタルパーク石川�

各学校�

�

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

広報紙の部で「特選」を受賞した
「広報いしかわ」

　

福
島
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広広広広広広広広広広
報報報報報報報報報報
いいいいいいいいいい
しししししししししし
かかかかかかかかかか
わわわわわわわわわわ「「「「「「「「「「
特特特特特特特特特特
選選選選選選選選選選
」」」」」」」」」」をををををををををを
受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

広
報
い
し
か
わ「
特
選
」を
受
賞

　

福
島
県
と
福
島
県
広
報
協
会
主
催
の

「
第　

回
福
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

４６

の
審
査
会
が
１
月　

日
、
県
庁
で
行
わ

２４

れ
、
石
川
町
が
広
報
紙
の
部
（
町
村
Ⅰ

部
・
人
口
１
万
人
以
上
）
で
「
特
選
」

を
受
賞
、
ま
た
広
報
写
真
「
組
み
写
真

の
部
」
で
佳
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
の
は
、
広
報
紙
の
部

が
「
心
豊
か
で
未
来
に
輝
く
子
ど
も
た

ち
」・「　

世
紀
の
石
川
町
は
」
と
題
し

２１

た
特
集
で
石
川
町
の
魅
力
に
迫
っ
た

「
広
報
い
し
か
わ
」
平
成　

年　

月
１

１２

１０

日
号
。
組
み
写
真
は
、
平
成　

年　

月

１２

１１

号
で
「
い
し
か
わ
の
秋
祭
り
」
の
よ
う

す
を
写
真
で
紹
介
し
た「
威
勢
良
く�
祭

り
�に
燃
え
た　

女
神
輿
も
セ
イ
ヤ
ー
」

が
受
賞
。
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　

年
以
来
、　

年
ぶ
り
の
特
選
と
な
り

５９

１６

通
算
４
度
目
、
組
み
写
真
は　

年
ぶ
り

１７

に
入
賞
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
選
を
受
賞
し
た
広
報
紙
は
、

「
平
成　

年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

１２

に
福
島
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
紙
上
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
役

に
立
つ
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

組み写真の部で「佳作」の「威勢よく祭りに燃えた
女神輿もセイヤー」
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�
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消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

生き生きと人生を送るために�
　

最
近
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
Ｋ
さ
ん
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
、
脳
梗
塞
で
自
宅

で
加
療
し
て
い
て
、
身
の
回
り
の
こ
と

は
自
分
で
で
き
る
の
で
す
が
、
病
気
の

影
響
で
、
食
べ
物
や
唾
液
の
飲
み
込
み

の
悪
さ
や
食
欲
が
な
い
な
ど
、
口
の
中

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

歯
科
衛
生
士
の
方
と
自
宅
を
訪
問
し

て
、
口
の
中
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
義
歯
は
き
ち
ん
と
手
入
れ
さ
れ
、

特
に
問
題
な
い
の
で
す
が
、
毎
日
横
に

な
る
機
会
が
多
く
、
食
べ
る
、
話
を
す

る
こ
と
が
と
て
も
少
な
い
の
で
、
全
体

的
に
、
活
力
不
足
と
感
じ
ま
し
た
。

　

食
べ
物
の
大
き
さ
、
硬
さ
も
影
響
し

ま
す
が
、
舌
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
こ
と
、

唇
の
動
き
、
口
の
周
り
の
筋
肉
を
使
う

こ
と
な
ど
、
運
動
の
方
法
を
一
緒
に
や

っ
て
み
ま
し
た
。
本
人
も
運
動
の
意
味

が
わ
か
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
起
き
て
い
る
時
間
を

多
く
し
た
り
、
話
す
こ
と
、
食
べ
る
こ

と
の
動
き
が
口
の
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
、

咀
嚼
や
飲
み
込
み
に
大
切
だ
と
分
か
っ

た
だ
け
で
、
意
欲
が
出
て
生
活
が
変
わ

っ
た
と
家
族
の
方
が
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

口
の
中
だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
に

関
す
る
こ
と
で
も
、
専
門
の
方
と
一
緒

に
訪
問
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　木々が芽吹く季節、旅立ち、出会い、と３月は何
かといいことがありそうですね。�
　自宅で療養しているなどで、食事に困っている方
のために、介護食ボランティアということを始めま
す。�
　誰もが、〈食べる楽しみは、いつまでも持ってい
たい〉と望んでいることと思いますが…。食べるこ
とで、何事にも前向きで、頑張れる力がついてくる
のではないかと思っています。ご家族の方でも、料
理の方法や毎日何を作ってあげようかと、悩まれて
いる方も多いのではないかと思います。そんな悩み
に、何かお役に立てればと、介護食ボランティアを
始めますので、ぜひ、声をかけてください。�
　食生活改善推進員会は、食べることに結びつく身
近なことなので、皆さんと楽しみながら運営してい
ます。また、会では一緒に活動したい方を募集中です。
ご近所にいる食改さんにぜひ声をかけてください。�
●お問い合わせ先�
　保健センター　�２６－８４１６�

家
庭
で
の

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
管
理

　

家
庭
の
健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
、

食
中
毒
の
な
い
衛
生
的
な
台
所
に
す
る

た
め
に
は
、
現
在
世
界
的
な
規
模
で
そ

の
実
施
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
管
理
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
と
は

　

従
来
の
食
品
衛
生
法
が
、
主
と
し
て

調
理
環
境
や
調
理
作
業
を
す
る
人
を
対

象
と
し
た
規
制
で
あ
っ
た
の
に
比
較
し
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
さ
ら
に
食
品
の
温

度
と
時
間
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

食
中
毒
事
故
を
予
防
す
る
概
念
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

●
家
庭
で
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
管
理

　

家
庭
で
の
管
理
は
次
の
こ
と
に
留
意

し
ま
す
。

〔
買
い
物
〕
食
品
の
品
質
管
理
が
適
切

な
食
料
品
店
を
選
び
ま
す
。
常
温
保
存

の
で
き
る
食
品
を
先
に
、
腐
敗
し
や
す

い
食
品
を
後
に
購
入
し
ま
す
。

〔
保
存
〕
腐
敗
し
や
す
い
食
品
は
５
℃

以
下
の
冷
蔵
庫
へ
、
冷
凍
食
品
は
マ
イ

ナ
ス　

�
以
下
の
冷
凍
庫
に
保
存
し
ま

１８

す
。

〔
下
準
備
〕
洗
浄
後
の
清
潔
な
食
品
が

再
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
、交
差
汚
染（
２

次
汚
染
）
に
注
意
し
ま
す
。

〔
加
熱
処
理
〕
食
品
中
心
部
の
温
度
が

　

�
ま
で
上
昇
し
約
１
分
間
そ
の
状
態

７５で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
い
わ
ば
「
温
度
消
毒
」
さ
れ
た

わ
け
で
す
。

〔
食
べ
残
り
〕
加
熱
調
理
終
了
後
、
２

時
間
を
超
え
て
食
品
を
室
温
に
放
置
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
間
に
食
中
毒

菌
が
増
殖
す
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
か
ら
で
す
。
２
時
間
以
内
に
、
残
り

物
は
、
浅
い
容
器
に
入
れ
、
た
だ
ち
に

冷
蔵
庫
へ
収
納
し
ま
す
。

〔
再
加
熱
〕　

�
以
上
に
加
熱
し
ま
す
。

７５

電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

加
熱
ム
ラ
が
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
途

中
で
か
き
混
ぜ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

1

1

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

芳
賀　

俊
介
（
元　

春
・
府　

良
）
沢　

井

佐
川　
　

了
（
正　

美
・　

薫　

）
赤　

羽

有
賀　

由
稀
（
慶　

実
・
め
ぐ
み
）
塩　

沢

阿
部　

光
汰
（
光　

佳
・
宣　

江
）
双　

里

増
子　

藍
梨
（　

誠　

・
美　

加
）
沢　

井

南
條　

真
里
（
正
・
ナ
ン
ジ
ョ
ウ
レ
イ
エ
ス
・

　
　
　
　
　

マ
リ
ア
ル
ス
ビ
ミ
ン
ダ
） 
坂　

路

近
内　
　

伸
（
利　

幸
・　

恵　

）
中　

野

増
子　

万
紀
（
義　

紀
・
と
も
子
）
北　

町

草
野　

修
吾
（
文　

明
・　

薫　

）
曲　

木

江
尻
智
希
斗
（
政　

美
・
絵　

美
）
赤　

羽

佐
藤　

源
起
（　

守　

・
志　

穂
）
長
久
保

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
３
月
分
）�

※
３
月
　
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

26

　２００１年の元旦に、有賀慶実さん・めぐ
みさん（大石）の三女、由稀ちゃんが誕生。
写真は長女の小百合さん（６歳・左）由稀
ちゃん（０歳・中）千紘ちゃん（２歳・右）

〔〔〔

保だより�

●高額な医療を受けた場合に、申請により「高額医療費」が支給されます。�
●「同じ方」が「同じ月」内に「同じ医療機関」で、下記の「自己負担限度額」
を超えた額が、支給されます。�

※医療機関に支払った日の翌日から2年を経過すると、支給されなくなりますので、ご注意ください。�

●自己負担限度額�
●「所得」と「かかった医療費」に応じて負担が変わる仕組みになっており、自己負担限度額
は次のように計算します。�

●3万円以上の負担が2回以上のとき（世帯合算）�
�●「同一世帯」で「同じ月」に3万円（住民税非課税世帯は2万1000円）以上の自己負担が2
回以上あり、その合計が6万3600円（住民税非課税世帯は3万5400円）を超えた場合には、
超えた額が申請により支給されます。�

●1年で4回以上のとき（多数該当）�
�●過去12ヵ月以内に、同じ世帯で「高額医療費」
の支給が3回以上あった場合は、4回目以降
はそれぞれ右の金額を超えた分が、申請によ
り後日支給されます。�

6万3600円＋（医療費－31万8000円）×1％�

3万5400円�

12万1800円＋（医療費－60万9000円）×1％�

一　　　　般�

住民税非課税世帯�

上位所得者※１�

3万7200円�

2万4600円�

7万 800円�

一　　　　般�

住民税非課税世帯�

上 位 所 得 者 �

※１　住民税算定の基礎となる「旧ただし書き所得」が約670万円（給与所得者の年収917万円に相当）以上の方。�

①各月の１日から月末までを１ヵ月として計算します。�
②各病院・診療所ごとに計算します。�
③同じ医療機関で、「歯科」と「それ以外の診療科目」は別々に計算します。�
④同じ医療機関で、「外来」と「入院」は別々に計算します（入院時に他科で受診した場合は合算）。�
⑤入院時の「差額ベッド代」「食事代」「保険がきかない医療費」などは対象外です。�

計算上の注意�

〔

〔〔
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町の人口�
住民基本台帳�
（2月1日現在）�

19,852人（－19）�

 　9,707人 　（－7）�

 10,145人 （－12）�

 　5,556戸 　（－2）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　明るく元気な152人の児童。
総合的な学習の一環として「子
どもフェスティバル」を実施し、
学習の発表やチャリティーバザ
ーを行いました。�

　
僕
は
、
小
さ
く
な
っ
て
ヒ
マ
ワ

リ
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
よ
。
ふ
か
ふ

か
ベ
ッ
ト
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
。
葉

っ
ぱ
も
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
ん
だ
。�

　
私
は
、
「
紅
葉
の
秋
」
と
い
う

こ
と
で
、
学
校
の
裏
に
あ
る
た
く

さ
ん
の
木
を
、
い
ろ
い
ろ
な
色
を

使
っ
て
、
描
い
て
み
ま
し
た
。�
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「
ヒ
マ
ワ
リ
ラ
ン
ド
」�

「
私
の
好
き
な
風
景
」�
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▼
「
広
報
い
し
か
わ
」
が
「
特
選
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。（　

面
で
紹
介
）
町
民

１３

の
皆
さ
ん
に
は
、
取
材
等
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
、
見
る
、
読
む
こ
と
が
楽
し
く
な
る

紙
面
づ
く
り
の
た
め
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
▼
巣
立
ち
の
３
月
、　
２１

世
紀
に
ど
ん
な
希
望
と
夢
を
抱
い
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
町
に
お
い
て

は
第
４
次
総
合
計
画
（
案
）
が
２
月
臨

時
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
命
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
は
、
何
か
、
と
も
に
考
え
、
議
論

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。  
（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

　花は直径2ｃｍぐらいで花弁
は4個あります。紅紫色～白色、
基部に長さ1.5～2cmのへだ
があり、高さ20～40ｃｍに
なります。花期は4～6月で北
海道、本州、四国、九州に分
布しています。�

写真提供/関根政信さん� イカリソウ（メギ科）�
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